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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課広報係☎0940（36）1055まで

置か
ない声かけカギ

かけ

運動を実践しよう

行　政

　県が、全国的に最も悪化し
ている暴力団情勢を打開する
ため、暴力団の資金源と組員
加入を断ち切ることなどを目
的に４月１日、全国初の「県
暴力団排除条例」を施行しま
した。
　これに先立ち、市では、福
津市と共に昨年６月、暴力団
の進出などを防止するため、
「市暴力団等追放推進条例」を
制定。同年12月には、県条例

の制定を受けて、市の事業からの暴力団排除や青少年に対する教育など
同条例を一部改正し、４月１日に施行しました。
　暴力団排除を徹底するためには、市と警察の連携が不可欠です。県や
市の条例をより実効性あるものにするため３月29日、両市と宗像警察署
で「暴力団排除措置を講ずるための連携に関する協定書」を取り交わし
ました。
　谷井博美市長は、「安全・安心は、まちづくりの基本。警察が持つ暴力
団情報を基に、市の公共事業などの事務から今まで以上に暴力団の排除
を徹底したい」とあいさつしました。
　今後は、市、警察、関係機関、市民が連携・協力し、暴力団の根絶と
暴力団事務所の進出防止に努めることで、安全で安心なまちづくりを推
進していきます。

■問い合わせ先　総務課　☎（36）５０５０

女性
消防団員
まるごと！

　
女
性
消
防
団
で
は
、
春
の
火

災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
訪
問
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
民
生
委
員
児
童
委
員

と
一
緒
に
南
郷
地
区
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
訪
問
し
た

土
性
美
紀
団
員
と
井
口
緑

団
員
は
、「
上
手
に
話
し

が
で
き
る
か
な
」
と
少
し

緊
張
の
様
子
で
し
た
が
、

台
所
や
風
呂
な
ど
の
状
況

や
、
電
気
器
具
、
暖
房
器

具
が
安
全
に
使
え
て
い
る

か
を
確
認
。
火
事
や
地
震
が
起

き
た
場
合
の
避
難
経
路
な
ど

も
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
と
話

し
が
で
き
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
携
帯
簡
易
ト
イ
レ

や
非
常
持
出
袋
を
準
備
し
て
い

る
人
も
い
て
、
み
な
さ
ん
の
防

災
意
識
の
高
さ
に
驚
き
ま
し

た
。

　
一
軒
ず
つ
訪
問
す
る
た
め
活

動
範
囲
が
限
ら
れ
ま
す
が
、
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、
住
み
慣

れ
た
家
で
少
し
で
も
安
全
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
訪
問
事
業
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課

☎
（
36
）
５
０
５
０

単身高齢者に防火指導をする女性消防団員

連携を約束する谷井市長、
篠崎謙次宗像警察署長、
小山達生福津市長（左から）

高
齢
者
宅
を
訪
問

安
全
な
暮
ら
し
を

手

け
助

 公共事業などから
　　 暴力団を排除
宗像警察署と連携協定を締結

　
今
回
は
、
性
犯
罪
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
防
止
対
策
を

紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
玄
関
や
窓
の

開
放
、
外
出
時
の
軽
装
や
解
放

感
か
ら
防
犯
意
識
が
希
薄
に
な

る
な
ど
、
犯
罪
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
は
市
内
で
４
件

の
強
制
わ
い
せ
つ
事
案
が
発
生

し
て
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
だ

け
は
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
考
え

は
危
険
で
す
。
正
し
い
防
犯
意

識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

● 

性
犯
罪
の
手
口 

●

▽
夕
方
か
ら
深
夜
、
明
け
方
ま

で
の
時
間
帯
に
多
く
発
生
。

被
害
場
所
は
、
中
高
層
住
宅

や
路
上
で
の
発
生
が
大
半

▽
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
り
、

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
歩
行
す

る
な
ど
、
油
断
し
て
い
る
女

性
を
狙
う

▽
無
施
錠
の
窓
や
玄
関
か
ら
の

侵
入● 

防
犯
対
策 

●

【
帰
宅
時
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
帰
宅
す
る
際
は
、
友
人
や
同

僚
な
ど
と
複
数
で
行
動
す
る

▽
夜
間
の
帰
宅
は
、
家
族
に
迎

え
に
来
て
も
ら
う

▽
常
に
警
戒
心
を
持
っ
て
、
不

審
な
人
を
見
か
け
た
ら
す
ぐ

に
１
１
０
番
へ
電
話
す
る

【
戸
締
ま
り
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
家
に
入
る
時
に
は
、
周
囲
に

見
知
ら
ぬ
人
が
い
な
い
か
を

確
認
す
る

▽
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
高
層
階

に
住
ん
で
い
て
も
、
ベ
ラ
ン

ダ
の
窓
に
は
必
ず
カ
ギ
を
掛

け
る

▽
自
宅
の
ド
ア
や
窓
は
、
ワ
ン

ド
ア
ツ
ー
ロ
ッ
ク
（
２
カ
所

以
上
の
カ
ギ
か
け
）
を
心
掛

け
る

【
日
常
生
活
で
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
の
防
犯
器

具
を
身
に
付
け
る

▽
短
い
ス
カ
ー
ト
を
履
い
て
い

る
時
は
、
特
に
盗
撮
に
注
意

す
る

【
子
ど
も
た
ち
へ
の

指
導
ポ
イ
ン
ト
】

▽
ど
こ
で
誰
と
遊
ぶ
の
か
を
必

ず
家
族
に
伝
え
さ
せ
、
外
で

は
１
人
で
遊
ば
せ
な
い

自
ら
身
を
守
る
防
犯
ポ
イ
ン
ト

▽
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
の
防
犯
器

具
を
身
に
付
け
る

▽
被
害
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た

ら
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
、

大
声
で
叫
ぶ
な
ど
し
て
助
け

を
求
め
る

● 

警
察
へ
の
通
報 

●

　
も
し
被
害
に
遭
っ
た
ら
、
現

場
を
離
れ
ず
に
１
１
０
番
通
報

を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

相
手
の
人
相
や
服
装
、
逃
走
方

向
や
年
齢
層
な
ど
犯
人
の
特
徴

を
で
き
る
限
り
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
素
早
い
１
１
０
番
通

報
が
、
犯
人
の
逮
捕
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
宗
像
警
察
署
で
は
、
年
初
め

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
犯
罪
抑

止
対
策
「
宗
像
ク
ラ
イ
ム
ゼ
ロ

２
０
１
０
～
犯
罪
を
限
り
な
く

ゼ
ロ
に
近
づ
け
よ
う
～
」
を
実

施
。
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

な
ど
で
、
昨
年
に
比
べ
大
幅
に

犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
各
種
犯
罪
の
予
防
対
策
は
、

宗
像
警
察
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
、
市
暴
力
団

等
追
放
推
進
条
例（
一
部
改
正
）

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
宗
像
警

察
署
は
市
と
協
力
し
、「
暴
力

団
を
存
在
さ
せ
な
い
宗
像
市
」

の
実
現
に
向
け
、
暴
力
団
対
策

を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
引
き

続
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
宗
像
警
察
署

☎
（
36
）
０
１
１
０

市内の事件・事故発生件数（平成22年３月末日の暫定値）

犯罪発生件数
交通事故
発生件数

空き巣
など

自動車
盗

オート
バイ盗

自転車
盗

車上
狙い

自販機
狙い

ひった
くり

強盗
強制わ
いせつ

人身事
故累計

死亡
事故

発生
件数

16 2 8 25 12 9 0 0 0 145 0

前年
比

−19 0 −14 −17 −31 ＋4 0 −1 −1 −10 −1

ア
ラ
カ
ル
ト

ア
ラ
カ
ル
ト

ア
ラ
カ
ル
ト

市
政
市
政
市
政

A
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 C
A
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｀


